
就任ご挨拶 

 

この度、金氏顕様の後任として「エネ会」代表幹事に就任いたしました針山（は

りやま）でございます。東電福島第一原発事故直後に金氏様の奨めで本会に入会

して以来、約 5年の間、「エネ会」の素晴らしい同志の方々との出会いや幾多の

磨かれた見識に触れる機会を得るなど貴重な経験をさせていただきました。本

来であれば私より格段に適格な方が居られるのですが何かの間違いで小生にお

鉢が回ってきましたので若干ドメスチックな理由ですが、「本会のお役に立てる

なら・・・」との思いで今般の大役をお引き受けした次第です。 

 本会は 2001年 10月に発足しましたが、発足 10年目の節目に当たって当時の

林勉（はやしつとむ）代表幹事がエネルギー会の歴史とその足跡を以下の如き四

字熟語で表現されました。 

 

＜四字熟語で綴るエネルギー会の歴史: 林勉氏 H23年 12月＞ 

 

一念発起     初志貫徹   多士済々 

和気藹々      実事求是   天変地異 

艱難辛苦     是々非々  生々発展 

  

私は、誠に僭越ではありますが以下の熟語を追加し、代表幹事就任のメッセージ

といしたく存じます。皆様のご理解ご協力を何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

追加① 独立不羈：エネ会はどこにも帰属せず、どこからもお金や義理や縛

りで繋がれない完全に独立した組織であるので、自由闊

達に発言し議論し発信することが組織の生命線である。 

追加② 活私奉公：エネ会の最大の財産はメンバー個人の経験と見識と組織

力です。老骨に鞭うっても、自分自身の経験と見識を有

効に使いきって我が国の将来のために貢献することが

使命である。 

 

 

          平成 28年 4月吉日 針山日出夫（はりやまひでお） 

          


